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要　旨

本研究の目的は，高齢者がインターネット利用に対してどのようなリスク，ベネフィットを
認知しているのか，その具体的な内容を若年者との比較を通して検討することであった。高
齢者および若年者を対象とする半構造化面接の結果，高齢者は若年者よりも詐欺被害に遭う
リスクやウイルスに感染するリスクを認知していること，ネット自体に対する不安・恐怖を
認知していること，インターネット上でのコミュニケーションに関するリスクをあまり認知
していないことが示された。ベネフィット認知については，高齢者，若年者を問わず，情報
収集の容易さや速さに対してベネフィットを認知していることが示された。その他，高齢
者，若年者それぞれのインターネットの利用目的に対応したリスクやベネフィットが多く認
知されることが明らかになった。
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問　題

　国立社会保障・人口問題研究所（2012）の推計によれば，日本における高齢化率（人口に
対する65歳以上の割合）は，2025年に約30％，2060年に約40％に達するとみられており，超
高齢社会に突入している。超高齢化が進む中，高齢者のインターネット（以下，ネット）に
対する利用状況に変化がみられている。総務省（2016）の通信利用動向調査によると，2015
年末時点でのネット利用率は，60代で76.6％，70代で53.5％となっており，2011年末時点と
比較すると共に10％以上増加している。また，情報端末保有率をみると，60代の53.2％，70
代の32.5％がパソコンを，60代の89.1％，70代の67.4％が携帯電話またはスマートフォンを
保有している（総務省，2016）。さらに，利用頻度をみると，60代の57.3％，70代の48.0％
が毎日少なくとも₁回はネットを利用している（総務省，2016）。また，ネットの利用目的
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をみると，60代以上では「電子メールの送受信」が70％を超え，次いで「地図・交通情報の
提供サービス」「天気予報の利用」といったウェブでの情報収集が50％を超える（総務省，
2016）。「金融取引」については，60代以上では10％強ではあるが，20代よりも割合が高く
なっている。近年，若年者において普及しているソーシャル・ネットワーキング・サービス
（以下，SNS）についても，高齢者の利用が増えてきており，2015年末時点で60代の
22.5％，70代の17.2％が利用している（総務省，2016）。超高齢社会において，ネットの積
極的な利活用は，高齢者の活動や生活シーンに変革をもたらし，活力を引き出すエンジンと
なると考えられている（総務省，2013）ことから，今後，高齢者のネット利用はますます広
がりをみせていくと考えられる。
　高齢者のネット利用が増加する中，高齢者のネットトラブル被害も増加している。消費者
庁（2016）によると，高齢者のネットトラブル被害は，他の世代と比較して少ないものの，
年々増加傾向にあるとされる。特に，アダルト情報サイトやデジタルコンテンツ全般に関す
る相談において，高齢者の相談件数が増加しており，2015年度は相談件数が₁万件を超えて
いる（消費者庁，2016）。これらの相談の多くは，閲覧しているサイトにあるバナー広告や
リンクから詐欺サイトへと誘導され，身に覚えのない高額料金の請求画面が表示されると
いった架空請求・ワンクリック詐欺である。具体的には，「SNS からアダルト情報サイトへ
つながり会員登録された」，「SNS の広告からダイエットサプリメントを試しに注文したと
ころ，定期購入となっていた」といった内容が挙げられる（消費者庁，2016）。また，電子
商取引に関しても，全体に占める割合は小さいものの高齢者の相談は増加傾向にあり，2015
年度は相談件数が₁万件を超えている（消費者庁，2016）。
　このような高齢者のネットトラブル被害の増加の背景には，高齢者のネットに対する知識
の不足やリスク認知の不足があると考えられる。内閣府（2009）によるネット上の安全確保
に対する世論調査によると，ネットを利用することに不安があるかという問いに対して，高
齢者は他の世代と比較して「わからない」という回答が多いとされる。したがって，ネット
にどのようなリスクがあるのかを知らない，分からない者が多いと考えられる。また，工藤
（2011）によると，高齢者は自らの方法でネットの操作を会得しているが，リスク面につい
ての知識や対応については学習する機会が少ないとされる。高齢者においてはネット利用に
対するリスクを十分に認知していないことが，ネットトラブル被害を誘発していると想定さ
れる。実際に，佐藤・太幡（2016）は，高校生を対象とした調査において，SNS に対して
リスクを認知していない者ほど，プライバシー侵害などのネットトラブル被害経験を有する
割合が多いことを示している。
　高齢者はネットに対する知識やリスク認知が不足していることが報告されている一方，若
年者よりもコンピュータに対する不安が高いことも指摘されている。例えば，Laguna & 
Babcok（1997）は，高齢者において若年者よりもコンピュータ利用に対する不安が高いこ
とを示している。また，Czaja & Sharit（1998）は，高齢者において他の世代よりもコン
ピュータに対する不安が高く，コンピュータに対する自己効力感（人がある事態に対処する
際，それをどの程度効果的に処理できると考えられているかという期待・自信；Bandura，
1977）が低いことを明らかにしている。
　以上の研究から，高齢者は他の世代と比較してネット利用に対するリスクをあまり認知し
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ていない一方で，ネット利用に対して不安を感じていることから，何らかのリスクを認知し
ている可能性も考えられる。しかし，従来の研究では，高齢者が何に対してリスクを認知し
ているのかといった，リスク認知の具体的内容を扱ったものはみられない。
　そこで，本研究では，高齢者がネット利用に対してどのようなリスクを認知しているの
か，その具体的内容を探るため，普段ネットを利用する高齢者を対象とする半構造化面接に
より検討する。また，リスク認知に関する研究（土田，2000）を踏まえ，リスク認知と対と
なるものとして，ネット利用に対してどのような便利さ（ベネフィット）を感じているかと
いうベネフィット認知についても併せて検討する。そして，比較対象として若年者（本研究
では大学生）に着目し，高齢者とのリスク認知やベネフィット認知の具体的内容の違いを検
討する。本研究において，高齢者のリスク認知の具体的内容を明らかにすることで，高齢者
の安全なネット利用に対する示唆が得られると考えられる。

方　法

調査対象者および調査時期
　高齢者については，松本地域シルバー人材センターの登録者のうち，普段ネットを利用し
ている60歳以上の高齢者20名（男性12名，女性₈名，平均年齢67.25±3.79歳）に対して，
2016年₁月に松本地域シルバー人材センター内で半構造化面接を実施した。面接は第一著者
（男性，35歳）と大学生₂名（男性₁名，女性₁名，共に22歳）が行った。面接の進め方が
同じになるように，面接者には事前に練習を行った。世界保健機関（WHO）の定義に基づ
くと，高齢者は65歳以上と定義されるが，松本地域シルバー人材センターの登録者から対象
者を抽出することが困難であったため，60～64歳も調査対象として含めた。
　若年者については，大学生18名（男性₉名，女性₉名，平均年齢20.50±1.01歳）に対し
て，2015年₇月に半構造化面接を実施した。面接は大学生₉名（男性₁名，女性₈名，19～
21歳）が一人あたり二名ずつ行った。面接の進め方が同じになるように，面接者には事前に
練習を行った。
調査内容
　面接では，最初に，性別，年齢，居住構成，普段のネット利用状況，ネットに関する教育
経験の有無を尋ねた。そして，ネットのリスク認知（“ネットのどのような点が危険だと思
いますか”），ネットのベネフィット認知（“ネットのどのような点が便利だと思いますか”）
について，自由に回答するよう求めた₂。面接開始前に，調査対象者の許可を得て，面接中
の発言内容を IC レコーダーにより録音した。面接は₁回あたり25～30分であった。
データの処理
　面接での発言内容について，録音データからトランスクリプトを作成した。そして，ネッ
トのリスク認知およびベネフィット認知に関する内容を抽出した。高齢者と若年者の発言内
容を合わせて，第一著者（男性，35歳）と大学生₁名（女性，21歳）が内容の類似性を基に
カテゴリー分類を行った。その結果，ネットのリスク認知は10カテゴリー，ネットのベネ
フィット認知は₉カテゴリーに分類された。一致率はリスク認知が96.4％，ベネフィット認
知が98.2％であった。一致しなかった発言内容については，分類を行った₂名の合議の下で
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カテゴリーを決定した。
　さらに，発言内容についてテキストマイニングを行うため，KH コーダー（樋口，2014）
を用いて表記揺れの確認および修正，分かち書きの誤りの修正を行った。

結果と考察

ネットのリスク認知の分類
　ネットのリスク認知に関する内容は合計112個（高齢者：M ＝2.50，SD ＝1.48，若年者：
M ＝3.44，SD ＝1.42）が収集された。t 検定の結果，高齢者の方が若年者よりもネットの
リスク認知の内容の個数は有意に少なかった（t（36）＝2.37，p ＜ .05）。したがって，高齢
者は若年者よりもネットに対するリスクをあまり認知していないと考えられる。
　カテゴリー分類の結果，ネットのリスク認知は，「依存の危険性」「ウイルス感染の危険
性」「個人情報流出への不安」「詐欺被害への不安」「情報の信憑性」「操作・利用への不安」
「匿名性の危険性」「ネット自体への不安」「ネットショッピングへの不安」「発信すること
への不安」の10カテゴリーに分類された。各カテゴリーの発言内容の例と高齢者，若年者に
おける言及率を Table 1 に示した。
　高齢者においては「詐欺被害への不安」を言及する割合が最も高く，次いで「ウイルス感
染の危険性」を言及する割合が高かった。比率の差の検定の結果（Table 1），高齢者は若年
者よりも「ウイルス感染の危険性」（z ＝2.07，p ＜ .05），「詐欺被害への不安」（z ＝2.88，
p ＜ .01），「操作・利用への不安」（z ＝2.37，p ＜ .05），「ネット自体への不安」（z ＝2.91，
p ＜ .01）を言及する割合が有意に高く，「匿名性の危険性」（z ＝2.39，p ＜ .05）を言及す
る割合が有意に低く，「発信することへの不安」（z ＝1.77，p ＜ .10）を言及する割合が低
い傾向にあった。
　「詐欺被害への不安」について，高齢者において若年者よりも言及される割合が高かった
理由としては，近年，高齢者を狙った消費者トラブル，詐欺被害が増加している（消費者
庁，2013）ことが挙げられる。また，「操作・利用への不安」「ネット自体への不安」を言及
する者が多かった背景には，高齢者のネット利用に対する自己効力感の低さがあると考えら
れる。高齢者は若年者よりもネット利用が少なく（総務省，2016），コンピュータに対する
不安が高く（Laguna & Babcock, 1997），コンピュータに対する自己効力感が低いとされてい
る（Czaja, & Sharit, 1998）。こうした高齢者における自己効力感の低さが，操作・利用への
不安，ネット自体への不安として現れたと考えられる。
　また，「ウイルス感染の危険性」について，高齢者において若年者よりも言及する割合が
高かった理由としては，高齢者のネット利用目的の多くがメール利用である（総務省，
2016）ことが反映されたと考えられる。また，「ウイルス感染の危険性」に関する高齢者の
回答では，『ネットやメールはウイルスを植え付けやすいということで，あまり使わない』
といった回答が多くみられた。このことから，ネット自体への不安を背景として，ウイルス
感染に対するリスクを認知する者が多かったと考えられる。
　一方，「匿名性の危険性」「発信することへの不安」について，高齢者において若年者より
も言及する割合が少なかった理由としては，ネットでのコミュニケーションに関わるリスク
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であることが反映されたためと考えられる。高齢者の SNS 利用は20％程度と報告されてお
り（総務省，2016），若年者と比較して，不特定多数とのコミュニケーション目的でのネッ
ト利用が比較的少ないと考えられる。そのため，高齢者はネット上でコミュニケーションを
行う際にどのようなリスクがあるのかを認知していない者が多い可能性が考えられる。

Table l　リスク認知のカテゴリー名，発言内容の例と言及率（％）

カテゴリー名 発言内容の例 高齢者
（n ＝20）

若年者
（n ＝18） z-value

依存の危険性 ネットにはまってしまう 10.0 16.7 0.47
ウイルス感染の危険性 利用するとウイルスにかかる 45.0 16.7 2.07 ＊

個人情報流出への不安 個人情報が漏洩してしまう 40.0 61.1 0.94
詐欺被害への不安 架空請求や出会い系で騙されそう 65.0 22.2 2.88 ＊＊

情報の信憑性 誤った情報がたくさんある 20.0 33.3 0.73
操作・利用への不安 操作をミスするとおかしなことになる 35.0 5.6 2.37 ＊

匿名性の危険性 匿名で悪口を書いていたりする 0.0 27.8 2.39 ＊

ネット自体への不安 知らないことが多すぎる，虚構の世界 35.0 0.0 2.91 ＊＊

ネットショッピングヘの不安 ネットでの買い物は詐欺にあうかもし
れない

35.0 27.8 0.69

発信することへの不安 SNS で炎上するのが怖い 5.0 27.8 1.77 ＋

＋ p ＜ .10，＊ p ＜ .05，＊＊ p ＜ .01．

ネットのリスク認知のテキストマイニング
　ネットのリスク認知に関するトランスクリプトを基に，KH コーダーを用いてテキストマ
イニングを行った。分析に用いた品詞は，名詞（サ変名詞を含む），形容動詞，ナイ形容，
副詞可能，未知語，動詞，形容詞であった。高齢者，若年者ごとの頻出語（上位20語）を
Table 2 に示した。頻出語のうち，「メール」「子供」「詐欺」「セキュリティ」という語が高
齢者においてのみ挙げられていた。
　次に，高齢者，若年者とネットのリスク認知に関する語との対応分析を行った（Figure 1）
₃。なお，語の出現数は12～50語に設定した。Figure 1 より，高齢者に特徴的な語として，
「詐欺」「セキュリティ」といった語が挙げられる。これらは，リスク認知の分類における
「詐欺被害への不安」，「ウイルス感染の危険性」が高齢者において多く言及されたという結
果と一致しており，高齢者を狙った詐欺被害の増加（消費者庁，2013）や高齢者のネット利
用目的の多くがメール利用である（総務省，2016）という事実を反映していると考えられ
る。
　また，高齢者に特徴的な語として，「分かる」という語が挙げられる。この語は，主に
「分からない（分かる＋ない）」として用いられており，ネットの世界や使い方が分からな
いといった文脈で用いられていた。具体的には，「ネットの使い方が分からない」，「自分に
は使いこなせない」といった内容であり，リスク認知の分類において「操作・利用への不
安」「ネット自体への不安」が高齢者に多く言及されたという結果と一致している。高齢者
における自己効力感の低さ（Czaja, & Sharit, 1998）が，ネットの世界や使い方が分からない
という語として現れたと考えられる。
　また，若年者に特徴的な語としては，「Twitter」「友達」「個人情報」といった語が挙げら
れる。これらの語は，SNS でのコミュニケーションおよびそれに付随するプライバシー侵
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害への不安に関わる語であると考えられる。若年者は高齢者よりも SNS などコミュニケー
ション目的のネット利用が多いこと（総務省，2016）が反映された結果であると考えられ
る。
　以上のように，高齢者と若年者共に，それぞれのネット利用目的を反映したリスクが挙げ
られているといえる。

Table 2　高齢者，若年者ごとのリスク認知の頻出語（上位20語）

高齢者 若年者
抽出語 品詞 出現回数 抽出語 品詞 出現回数

思う 動詞 57 思う 動詞 38
人 名詞 41 自分 名詞 24
ネット 名詞 36 使う 動詞 21
自分 名詞 36 ネット 名詞 18
使う 動詞 34 見る 動詞 18
分かる 動詞 30 不安 形容動詞 18
入る 動詞 29 情報 名詞 17
言う 動詞 23 人 名詞 16
情報 名詞 21 怖い 形容詞 16
怖い 形容詞 21 Twitter 未知語 14
見る 動詞 20 個人情報 名詞 14
出来る 動詞 19 出来る 動詞 10
メール 名詞 18 あまり 副詞 ₉
出る 動詞 18 友達 名詞 ₉
ウイルス 名詞 16 感じる 動詞 ₈
子供 名詞 16 言う 動詞 ₈
パソコン 名詞 15 相手 名詞 ₈
詐欺 名詞 15 Facebook 未知語 ₇
セキュリティ 名詞 13 ウイルス 名詞 ₇
多い 形容詞 13 サイト 名詞 ₇

Figure 1.　高齢者，若年者とリスク認知に関する語との対応分析
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ネットのベネフィット認知の内容の分類
　ネットのベネフィット認知に関する内容は合計112個（高齢者：M ＝2.95，SD ＝1.11，
若年者：M ＝2.94，SD ＝1.05）が収集された。t 検定の結果，高齢者と若年者の間で，ネッ
トのベネフィット認知の内容の個数に差はみられなかった。（t（36）＝0.03，n.s.）。したがっ
て，ベネフィット認知については，高齢者と若年者において同程度であると考えられる。
　カテゴリー分類の結果，ベネフィット認知は，「機能的利便性」「コミュニケーション」
「娯楽」「情報収集全般」「即時的情報収集」「ネットショッピング」「場所を問わない」「時
間を問わない」「多様な視点」の₉カテゴリーに分類された。各カテゴリーの発言内容の例
と高齢者，若年者における言及率を Table 3 に示した。
　高齢者，若年者に共通して，「情報収集全般」を言及する割合が最も多く，次いで「即時
的情報収集」「コミュニケーション」が多かった。このことから，年齢層に関わらず，情報
収集やコミュニケーションという点においてネットのベネフィットを認知していると考えら
れる。比率の差の検定の結果，高齢者は若年者よりも「場所を問わない」（z ＝1.92，p

＜ .10），「時間を問わない」（z ＝1.90，p ＜ .10）を言及する割合が低い傾向にあった。「場
所を問わない」「時間を問わない」というカテゴリーには，「深夜でも使うことができる」
「家から出なくても調べられる」「携帯があれば十分なんでもできる」といった回答が含ま
れており，若年者の学業や生活様式に対応した内容が多く言及されたと考えられる。また，
高齢者は若年者よりも SNS などコミュニケーション目的のネット利用が少ない（総務省，
2016）ことから，時間や場所を問わずにコミュニケーションできるという点に対してベネ
フィットを感じにくかったと考えられる。

Table 3　ベネフィット認知のカテゴリー名，発言内容の例と言及率（％）

カテゴリー名 発言内容の例 高齢者
（n ＝20）

若年者
（n ＝18） z-value

機能的利便性 銀行取引ができる，確定申告ができる 25.0 5.6 1.64
コミュニケーション 子供と連絡がとりやすい 35.0 38.9 0.25
娯楽 動画や映画をみることができる 10.0 5.6 0.51
情報収集全般 検索で何でも調べることができる 80.0 88.9 0.75
即時的情報収集 瞬時に情報をみつけることができる 50.0 44.4 0.34
ネットショッピング 足を運ばずにショッピングできる 20.0 38.9 1.28
場所を問わない 家でなんでもできる 5.0 27.8 1.92 ＋

時間を問わない いつでも利用できる 0.0 16.7 1.90 ＋

多様な視点 多様な意見に触れることができる 10.0 0.0 1.38
＋ p ＜ .10，＊ p ＜ .05，＊＊ p ＜ .01．

ネットのベネフィット認知のテキストマイニング
　リスク認知と同様の分析を行った。高齢者，若年者ごとの頻出語（上位20語）を Table 4

に示した。頻出語のうち，「情報」「調べる」「見れる」「検索」という語が高齢者，若年者を
問わず多くみられており，ネットのベネフィットとして情報収集が多く挙げられていた。
　次に，高齢者，若年者とネットのベネフィット認知に関する語との対応分析を行った
（Figure 2）。なお，語の出現数は₅～50語に設定した。Figure 2 より，高齢者に特徴的な語
として，「メール」「銀行」「ニュース」といった語が挙げられる。「メール」については，リ
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スク認知と同様，高齢者のネット利用目的の多くがメール利用である（総務省，2016）とい
う事実を反映していると考えられる。また，「銀行」についても，金融取引目的でのネット

Table 4　高齢者，若年者ごとのベネフィット認知の頻出語（上位20語）

高齢者 若年者

抽出語 品詞 出現回数 抽出語 品詞 出現回数

見る 動詞 23 便利 形容動詞 26
出来る 動詞 20 出来る 動詞 19
ネット 名詞 18 思う 動詞 18
分かる 動詞 17 情報 名詞 18
思う 動詞 16 ネット 名詞 17
便利 形容動詞 15 調べる 動詞 15
情報 名詞 14 今 副詞可能 10
自分 名詞 11 出る 動詞 10
調べる 動詞 11 入る 動詞 10
見れる 動詞 ₈ 手 名詞 ₉
人 名詞 ₈ 人 名詞 ₉
全部 副詞可能 ₈ 検索 名詞 ₈
メール 名詞 ₇ 言う 動詞 ₈
検索 名詞 ₇ 使う 動詞 ₈
使う 動詞 ₇ 連絡 名詞 ₈
問題 ナイ形容 ₇ Google 未知語 ₇
言う 動詞 ₆ 家 名詞 ₇
今 副詞可能 ₆ 行く 動詞 ₇
ニュース 名詞 ₅ 早い 形容詞 ₇
銀行 名詞 ₅ AI 未知語 ₆

Figure 2.　高齢者，若年者とベネフィット認知に関する語との対応分析
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利用が高齢者において若年者よりも多いこと（総務省，2016）が反映していると考えられ
る。さらに，「ニュース」については，高齢者，若年者を問わず情報収集がネットのベネ
フィットとして挙げられるものの，高齢者はニュースの閲覧，若年者では大学での課題の調
べ物という目的の違いが反映された語であると考えられる。実際に，若年者に特徴的な語と
して，「図書館」や「調べ物」という語が挙げられる。
　また，若年者に特徴的な語として，「連絡」「取れる」「早い」といった語が挙げられる。
リスク認知と同様，ベネフィット認知においても，SNS でのコミュニケーションに関わる
語が挙げられており，若年者においてコミュニケーション目的のネット利用が多いこと（総
務省，2016）が反映された結果であると考えられる。
　以上のように，高齢者と若年者共に，それぞれのネット利用目的を反映したベネフィット
が挙げられているといえる。

本研究のまとめと今後の課題
　本研究では，高齢者のネット利用に対するリスク認知およびベネフィット認知の具体的内
容を明らかにするため，半構造化面接を実施した。そして，カテゴリー分類とテキストマイ
ニングによる分析の結果，次の三点が明らかとなった。第一に，ネット利用に対するリスク
認知について，高齢者は若年者よりも詐欺被害に遭うリスクやウイルスに感染するリスクを
認知している者が多いこと，利用方法が分からずネット自体に対する不安・恐怖を感じてい
る者が多いことが示された。第二に，ネット利用に対するベネフィット認知について，高齢
者，若年者共に情報収集の容易さや速さに対してベネフィットを認知していることが示され
た。第三に，高齢者や若年者それぞれの利用目的に対応したリスクやベネフィットが多く認
知されることが示された。
　本研究の貢献として，高齢者がネット利用に対してどのような側面のリスクを認知してい
るか，どのような側面のリスクを認知していないかを明らかにした点が挙げられる。本研究
で明らかとなった高齢者のリスク認知の特徴は以下の二つに整理される。第一に，高齢者
は，詐欺被害やウイルス感染に対するリスクを認知しているが，ネット上でのコミュニケー
ションを行う際にどのようなリスクがあるのかを認知していない者が多いと考えられる。佐
藤・日比野・吉田（2010）は，ネット上における匿名性は攻撃的言動を促進することを報告
している。また，佐藤（2011）や佐藤・太幡（2016）では，ネット上においてプライバシー
の低い者ほどプライバシー侵害や他者からの迷惑行為の被害経験を有する割合が多いことを
示している。このように，匿名性やプライバシーについては，ネット上でのコミュニケー
ションにおけるリスクであり，ネットを安全に使用するには，それらの影響を十分に理解す
ることが必要であると考えられる。第二に，高齢者は，ネット自体，ネットの操作・利用に
対して不安を感じており，ネット利用に対する自己効力感の低さがネット利用自体を抑制し
ていると考えられる。ネットショッピングや金融取引など，ネットは高齢者が在宅のままさ
まざまなサービスを受ける機会を提供するものであり，超高齢社会において非常に有益な
ツールである。そのため，高齢者のネット利用を促進するためには，ネット利用に対する不
安・恐怖を取り除く必要があるだろう。コンピュータ利用の経験を積むことでコンピュータ
やネット利用に対する不安が低減し，自信の増加につながることが指摘されている（Jay & 
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Willis, 1992）ことから，高齢者を対象としたコンピュータ教室の増加など，高齢者が安全に
ネットを利用できる環境を増やすことが重要であると考えられる。
　最後に，今後の研究においては，高齢者のネット利用に対するリスク認知とネットトラブ
ル被害経験との関連を量的調査によって検討する必要があると考えられる。本研究では，高
齢者におけるネット利用に対するリスク認知の内容に焦点をあてたが，高齢者においては
ネット利用に対してリスクをあまり認知していないことがネットトラブル被害につながると
想定されるためである。高齢者のネット利用に対するリスク認知とネットトラブル被害経験
との関連を詳細に検討することによって，高齢者の安全なネット利用に対するさらなる示唆
を得ることができると考えられる。
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₁ 本研究は公益財団法人日工組社会安全財団若手研究助成（2015年度）を受けた。また，本研究の一部は，
日本社会心理学会第57回大会（関西学院大学）において発表された。
₂ プライバシーに対する考え方（“ネットでの個人情報の公開・流出に対して，どのような点に気をつけて
いますか”），ネットトラブル被害経験（“ネットトラブルの被害に遭われた経験はありますか”）についても
尋ねたが，本研究では割愛する。
₃ 高齢者，若年者は二値変数であるため，図中の左に布置するものほど高齢者に特徴的な語，右に布置する
ものほど若年者に特徴的な語であると解釈することができる。Figure 2 についても同様である。




